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わ
が
国
に
お
け
る
重
婚
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
国
憲
法
第
二
十
四
条
で
は
、
「
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
い
て
成
立
し
、
夫
婦
が
同
等
の
権
利
を
有
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
上
で
、
「
配
偶
者
の
選
択
、
財
産
権
、
相

続
、
住
居
の
選
定
、
離
婚
並
び
に
婚
姻
及
び
家
族
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
て
は
、
法
律
は
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の

本
質
的
平
等
に
立
脚
し
て
、
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
、
一
夫
一
婦
制
を
要
請
し
て
い
る
。

民
法
第
七
百
三
十
二
条
で
は
、
「
配
偶
者
の
あ
る
者
は
、
重
ね
て
婚
姻
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
、
重
婚
を
禁
止
し

て
い
る
。
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
刑
法
第
百
八
十
四
条
で
「
配
偶
者
の
あ
る
者
が
重
ね
て
婚
姻
を
し
た
と
き
は
、
二
年
以
下

の
懲
役
に
処
す
る
。
そ
の
相
手
方
と
な
っ
て
婚
姻
を
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
」
と
の
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
に
公
刊
さ
れ
た
橘
玲
氏
の
「
ダ
ブ
ル
マ
リ
ッ
ジ
」
で
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戸
籍
に
は
婚
姻
欄

に
ふ
た
り
以
上
の
配
偶
者
が
記
載
さ
れ
る
例
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
実
質
的
に
は
「
重
婚
状
態
」
（
ダ
ブ
ル
マ
リ
ッ
ジ
）
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
辞
任
し
た
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
既
婚
者
が
海
外
で
婚
姻
し
、

結
婚
証
明
書
を
得
る
事
例
が
発
生
し
て
い
る
事
実
も
あ
る
。

か
か
る
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
を
す
る
。

一



一

配
偶
者
の
あ
る
者
が
国
外
で
別
の
者
と
結
婚
式
を
行
い
、
結
婚
証
明
書
を
得
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
の

法
令
に
反
す
る
行
為
で
あ
る
か
。

二

日
本
国
憲
法
下
で
、
刑
法
第
百
八
十
四
条
の
罪
で
有
罪
が
確
定
し
た
者
は
い
る
の
か
。
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
件
数
は
ど

の
程
度
で
あ
る
か
。

三

戸
籍
に
ふ
た
り
以
上
の
配
偶
者
が
身
分
事
項
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
、
当
該
事
務
を
担
当
す
る
自
治
体
職
員
は
そ
の
事
実

を
把
握
で
き
る
。
政
府
は
、
現
在
、
複
数
の
配
偶
者
が
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
件
数
が
全
国
で
ど
の
程
度
で
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
の
か
。

四

三
に
関
連
し
て
、
自
治
体
の
当
該
事
務
を
担
当
す
る
職
員
が
重
婚
状
態
を
把
握
し
た
場
合
、
政
府
は
当
該
自
治
体
に
適
切

な
対
応
を
行
い
、
そ
の
解
消
を
促
す
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
の
か
。

五

現
行
制
度
上
、
重
婚
状
態
に
あ
る
全
て
の
者
の
重
婚
状
態
を
解
消
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
可
能
で
は
な
い
場
合
、
な
ぜ
そ

れ
が
可
能
で
な
い
の
か
。

六

日
本
人
と
外
国
人
が
第
三
国
で
婚
姻
す
る
場
合
、
婚
姻
の
方
式
は
、
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に

よ
り
、
「
婚
姻
の
方
式
は
、
婚
姻
挙
行
地
の
法
に
よ
る
」
。
同
法
第
二
十
四
条
第
三
項
で
は
、
「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

二



ず
、
当
事
者
の
一
方
の
本
国
法
に
適
合
す
る
方
式
は
、
有
効
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
配
偶
者
と
な
る
外
国
人
の
本

国
法
で
定
め
る
方
式
に
よ
る
こ
と
も
で
き
る
。
婚
姻
挙
行
地
の
法
に
よ
る
方
式
、
配
偶
者
と
な
る
外
国
人
の
本
国
法
で
定
め

る
方
式
は
、
宗
教
婚
、
儀
式
婚
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
有
効
に
成
立
し
た
婚
姻
は
日
本
に
お
い
て
も
有
効
で
あ

ろ
う
。
戸
籍
法
第
四
十
一
条
は
、
「
外
国
に
在
る
日
本
人
が
、
そ
の
国
の
方
式
に
従
つ
て
、
届
出
事
件
に
関
す
る
証
書
を
作

ら
せ
た
と
き
は
、
三
箇
月
以
内
に
そ
の
国
に
駐
在
す
る
日
本
の
大
使
、
公
使
又
は
領
事
に
そ
の
証
書
の
謄
本
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
婚
姻
者
に
は
大
使
館
等
へ
の
届
出
義
務
が
生
じ
る
が
、
こ
の
手
続
き
を
怠
っ
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ

な
く
て
も
婚
姻
は
有
効
で
あ
る
。
他
方
、
届
出
を
し
な
い
場
合
、
戸
籍
の
外
観
上
は
未
婚
で
あ
り
、
重
婚
が
可
能
と
な
る
。

「
ダ
ブ
ル
マ
リ
ッ
ジ
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
以
降
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
増
加
し
て
い
る
が
、
政
府
は
か
か
る
現
状
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

七

六
に
関
連
し
て
、
政
府
は
か
か
る
事
例
を
回
避
す
る
た
め
何
ら
か
の
対
処
を
取
っ
て
き
た
か
。
ま
た
、
今
後
、
法
令
の
改

正
な
ど
も
含
め
て
、
重
婚
が
行
わ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
重
婚
が
解
消
さ
れ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
の
か
。

八

偽
造
や
虚
偽
の
離
婚
届
に
よ
り
、
外
見
上
、
そ
の
婚
姻
が
解
消
さ
れ
て
も
、
実
質
的
に
婚
姻
が
存
続
し
て
い
る
場
合
、
新

三



た
な
婚
姻
を
行
え
ば
重
婚
状
態
と
な
る
。
名
古
屋
高
裁
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
十
八
日
判
決
で
は
、
戸
籍
上
重
婚
に
見
え
な

い
と
し
て
も
法
律
上
の
婚
姻
が
重
複
し
て
お
れ
ば
一
夫
一
婦
制
を
破
壊
す
る
行
為
で
あ
り
、
重
婚
罪
に
当
た
る
と
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
判
決
以
後
、
五
十
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
事
例
に
関
し
て
、
重
婚
を
回
避
す
る
た
め
に
政
府

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


